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1 は じ め に

蚕児は桑を好み,桑以外は僅かの植物しか食しない狭食

性の昆虫であるが,農林水産省蚕糸・昆虫農業技術研究所

により蚕遺伝資源の中から一般の指定蚕品種とはぼ同様の

強健性,繭の計量計質を現わす広食性の蚕品種が育成され,

平成 2年 3月 に農林水産大臣により特徴ある蚕品種「 日

601号 ×中601号J(愛称 :「あさぎりJ)と して新たに指定

された。

しかし,この新品種「あさぎり」は飼育,上族時におい

て一般の指定蚕品種と若千異なる性伏を有しているとも言

われ,今回は上族後の常繭に関する諸性状を調査するとと

もに,回転族に適した L族法について検索したので,そ の

概要を報告する。

2試 験 方 法

供試蚕品種として、「あさぎり」のはか,対照蚕品種と

して,春蚕期は春月 1号×宝瞳 1号 ,初,晩秋蚕期は錦秋

×鐘和を用い,「あさぎりJには初熱蚕出現時に蚕種 1箱

(約20,000頭)当たり全芽換算30kgの条桑を給与後,そ の

給与桑上に熟化促進剤β―エクダイツン10ppm液 6′ を

噴霧器で散布する区と無散布区を設け,ま た,それぞれの

区について,飼育後の上族時に回転族への振り込み蚕数を

1回転族のボール区画数 (1,560穴)の約80%,65%,50
%とする分区を設けた。

試験規模は各分区ごと回転族 1基の 2連制とし,回転族

への蚕振込み後のボール族面における半日ごとの経時別う

ろつき蚕数 (ボ ール族の各区画に入り,正常なる常繭行動

に移行していない蚕数)及び収繭前における尿受け上の繭

を作らず裸蛹状態の蛹数調査を実施し,それぞれの回転族

への振込み蚕数に対する割合を求め,各分区ごとの平均値

を求めた。

なお,試験蚕期としては平成 3年の春,初秋,晩秋の 3

蚕期について実施した。

3 試験結果及び考察

表 1の とおり,各分区別の各区間における回転族ボール

族面上の経時別うろつき蚕害1合をみると,3蚕期とも「あ

さぎりJは対照蚕品種に比べ,数%か ら約10%多 く,ま た,

各分区別の各区間における裸蛹割合についても,3蚕期と

も「あさぎり」は対照蚕品種に比べ数%多かった。

なお,各区における各分区間の回転族ボール族面上の経

時別うろつき蚕割合及び裸蛹害1合をみると,3蚕期とも対
照蚕品種では80%,65%,50%間ではとんど差は認められ
なかったが,「あさぎり」では数%の差ではあるが80%,

65%,50%の順に多い傾向が認められた。

以上試験結果から,「あさぎりJは一般の指定蚕品種に

比べ,蚕児が熟化してから常繭行動に移行するのが遅れる

とともに,正常な常繭行動をとらず平面吐糸を行ないやす

い性状を有していることが判明したので,それら,蚕児の

生理特性とともに労働効率,経済効率を加味して「あさぎ

り」の回転族を用いての上族法を検討すると一般指定蚕品

写真 1 春月 1号×宝鐘 1号 80%区
(春蚕期)のポール族

写真2 日601号 ×中601号 80%区
(春蚕期)の ボール族

ボール族面の平面吐糸が多い。
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表 1 回転族振込み蚕数別うろつき蚕及び裸蛹割合

試 験 区
上族後の日経過別うろつき蚕割合 (%)
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種より回転族への振込み蚕数を20%程度減 じた約1,000頭

(ボ ール区画数の約65%)と し,上族後約 3日経過 した時

点で族器中のうろつき蚕を再上族させる方法がよいと思わ

れたも

なお,「あさぎりJに対するβ―エクダイツンの初熟蚕

出現時での添食による熟化促進効果が認められることは既

に報告済み
1)であるが,その熟化促進による平面吐糸蚕の

減少,すなわち,ボール区画内での営繭行動の促進という

点では効果が認められなかった。
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